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治せるようで治せない手湿疹

手湿疹は日常診療でよく遭遇する疾患です．スキンケ
アの実施やステロイド外用薬の塗布により皮疹は一時的
には改善しますが，手湿疹をおこす行動を続けてしまっ
たり，アレルギーの原因物質が回避されていなければ，
手湿疹は容易に慢性化します．ここ数年は，コロナ禍に
より一般の方も手指消毒や洗浄を頻回に行わなければな
らず，手湿疹に苦慮する幼児から高齢の方に至る幅広い
年代の方々をよくみかけました．
難治例や職業性に皮疹が誘発されている場合は原因物

質を同定するための検査としてパッチテスト，プリック
テストを行うことが勧められますが，多くの日常診療の
場では，臨床症状と経過から手湿疹と判断し，必要な治
療を行っていらっしゃるのではないかと思います．

2018年に『手湿疹診療ガイドライン』が日本皮膚科学
会，日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会（現：日本皮
膚免疫アレルギー学会）から委嘱された委員らにより策
定されています．このガイドラインは現時点におけるわ
が国の手湿疹の基本的，標準的治療の目安を示すもので
あり，先生方も利用されていると思いますが，なかなか
満足度の高い治療を行うことが難しいのが，この「手湿
疹」ではないかと思います．
手湿疹は，刺激物質や接触アレルゲンが皮膚に接触す

ることによって発症する湿疹であり，男性より女性に多
いとされています．また，職業性皮膚疾患としても起こ
る頻度が高く，発症しやすい職業として，理・美容師，
医療従事者（主に看護師），調理・炊事・皿洗い業など
があげられます．Thyssen JPらの一般集団における手
湿疹の疫学調査では，手湿疹の罹患率はおよそ 4％，生

涯有病率は 15％，具体的には 1,000人に 5.5人（女性 9.6
人，男性 4.0人）で，発症要因として「女性」，「接触皮
膚炎」，「アトピー性皮膚炎」，「ウェットワーク」が挙げ
られています 1 ) ．これは日本でも同様ではないかと思
います．
手湿疹の治療で大切なことは，皮疹の性状や経過から
手湿疹を病型分類し，鑑別診断を挙げ，正しく診断し治
療を行っていくことです．適切に検査を実施せず生活や
職場環境から悪化因子を回避できないと湿疹がくり返さ
れ，患者の QOLは著しく下がりますし，手湿疹が全身
性の疾患の一症状である場合は手湿疹のみに注目して治
療をしていてはいけません．さらに，職業性では，患者
は就業開始から数年以内の若年性に手湿疹を発症するこ
とが多く，産業医と連携した配置転換が必要になる場合
もあり，手湿疹には皮膚科医として専門的な知識を基に
取り組むべき診療内容がたくさんあります．
今回，手湿疹や接触皮膚炎に造詣の深い先生方に，貴
重な症例を基に，手湿疹の診療で知っておかなければな
らない情報を詳細に記述していただきました．この号を
手に取っていただいた読者の先生方に，手湿疹の代表的
な病型や原因，そして臨床的な特徴，行うべき検査，治
療や防御対策をお伝えし，日常診療でお役立ていただけ
ればと願うとともに，ご執筆いただいたひとりひとりの
先生方に心より感謝いたします．
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